
JP 4100689 B2 2008.6.11

10

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）下記一般式（I）で示されるエステルクワットを０．０１～１０質量％と、（ｂ
）下記一般式（II）で示され、エマルションの形態で配合されるアミノ変性シリコーンを
０．００１～５質量％（固形分）含有する、毛髪化粧料。

（式（I）中、Ｒ1ＣＯは、炭素原子数が１２～２２で、二重結合を０、１、２または３個
有する脂肪族アシル基を示し、ｋは２または３の数を示し、Ｘはハロゲン化合物、メトス
ルフェートまたはメトホスフェートを示す。）
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（式（II）中、Ｑは－Ｈまたは－（ＣＨ2）2ＮＨ2を示し、ｍ＝１００～５０００の数を
示し、ｎ＝１～１００の数を示し、ｍ＋ｎ＝１１０～５０００の数を示す。）
【請求項２】
　上記一般式（II）中、ｍ＝１００～３０００の数を示し、ｎ＝１～１００の数を示し、
ｍ＋ｎ＝１１０～３０００の数を示す、請求項１記載の毛髪化粧料。
【請求項３】
　さらに（ｃ）高級アルコールを含有する、請求項１または２記載の毛髪化粧料。
【請求項４】
　（ｃ）成分を１～２０質量％含有する、請求項１～３のいずれか１項に記載の毛髪化粧
料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は毛髪化粧料に関する。さらに詳しくは、組成物の安定性、すすぎ時の滑らかさ
・しなやかさ、ドライ後の使用感（しっとり感、滑らかさ、しなやかさ）に優れる毛髪化
粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヘアリンスやヘアトリートメント等の毛髪化粧料には、すすぎ時および乾燥（ドライ）
後の毛髪に対するコンディショニング効果（柔軟性や平滑性）が求められており、従来、
セチルトリメチルアンモニウムクロライド、ステアリルトリメチルアンモニウムクロライ
ド等のモノアルキルトリメチルアンモニウムクロライドや、ジステアリルジメチルアンモ
ニウムクロライド、ジベヘニルジメチルアンモニウムクロライド等のジアルキルジメチル
アンモニウムクロライドに代表されるカチオン性界面活性剤が使用されてきた。また、エ
ステルクワットを用いた毛髪化粧料も提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　一方、近年ヘアカラー人口の増加に伴い、毛髪のダメージ度がアップしており、以前に
もましてヘアリンスやヘアトリートメントによる毛髪に対するコンディショニング効果が
求められている。
【０００４】
　しかし、従来使用されてきた上記のカチオン性界面活性剤や、エステルクワットの使用
だけでは、毛髪に対して十分な柔軟性と平滑性、疎水化効果を付与することはできず、特
に乾燥（ドライ）後の櫛通りや髪の滑らかさの付与が十分ではなかった。
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－２５５７５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記従来の問題点を解決し、髪質に関係なく、すすぎ時の滑らかさ・しなや
かさ、ドライ後の使用感（しっとり感、滑らかさ、しなやかさ）に優れるとともに、組成
物の安定性にも優れる毛髪化粧料（ヘアリンス、ヘアトリートメント等）を提供すること
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、特定のアミノ変性シリコーンと、特定のエステルクワットを組合せ配合
することにより、上記従来の問題点を解決し得ることを見出し、本発明を完成するに至っ
た。
【０００８】
すなわち本発明は、（ａ）下記一般式（I）で示されるエステルクワットを０．０１～１
０質量％と、（ｂ）下記一般式（II）で示され、エマルションの形態で配合されるアミノ
変性シリコーンを０．００１～５質量％（固形分）含有する、毛髪化粧料を提供する。
【０００９】

【００１０】
（式（I）中、Ｒ1ＣＯは、炭素原子数が１２～２２で、二重結合を０、１、２または３個
有する脂肪族アシル基を示し、ｋは２または３の数を示し、Ｘはハロゲン化合物、メトス
ルフェートまたはメトホスフェートを示す。）
【００１１】

【００１２】
（式（II）中、Ｑは－Ｈまたは－（ＣＨ2）2ＮＨ2を示し、ｍ＝１００～５０００の数を
示し、ｎ＝１～１００の数を示し、ｍ＋ｎ＝１１０～５０００の数を示す。）
【００１５】
　また本発明は、さらに（ｃ）高級アルコールを含有する、上記毛髪化粧料を提供する。
【００１６】
　また本発明は、（ｃ）成分を１～２０質量％含有する、上記毛髪化粧料を提供する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明により、組成物の安定性、すすぎ時の滑らかさ・しなやかさ、ドライ後の使用感
（しっとり感、滑らかさ、しなやかさ）に優れる毛髪化粧料に関する。本発明毛髪化粧料
は特に、ダメージヘア（ブリーチヘアなど）に対して優れた機能を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明毛髪化粧料において、（ａ）成分として下記一般式（I）で示されるエステルク
ワットが用いられる。
【００１９】
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【００２０】
式（I）中、Ｒ1ＣＯは、炭素原子数が１２～２２で、二重結合を０、１、２または３個有
する脂肪族アシル基を示す。
【００２１】
　ｋは２または３の数を示す。
【００２２】
　Ｘはハロゲン化合物、メトスルフェートまたはメトホスフェートを示す。
【００２３】
　（ａ）成分としては、ヤシ油脂肪酸系エステルクワットのハロゲン化物またはメトスル
フェートが特に好ましい。
【００２４】
（ａ）成分の配合量は、毛髪化粧料全量に対し、０．０１～１０質量％であり、好ましく
は０．１～６質量％である。０．０１質量％未満では、組成物の安定性の点で好ましくな
く、一方、１０質量％を超えて配合すると、すすぎ時にぬるつく、ドライ後にごわつく等
、感触の点で好ましくない。
【００２５】
本発明毛髪化粧料において、（ｂ）成分として、下記一般式（II）で示されるシリコーン
が用いられる。
【００２６】

【００２７】
　上記式（II）中、Ｑは－Ｈまたは－（ＣＨ2）2ＮＨ2を示す。
【００２８】
　ｍは１００～５０００の数を示し、好ましくは１０００～３０００の数を示す。
【００２９】
　ｎは１～１００の数を示し、好ましくは１～１０の数を示す。
【００３０】
ｍ＋ｎは１１０～５０００の数を示し、好ましくは１１０～３０００、より好ましくは１
０００～３０００の数を示す。ｍ＋ｎが１１０未満ではドライ後の使用感（しっとり感、
しなやかさ）が不十分となり、一方、５０００超では組成物の安定性、特に高温安定性の
点で、好ましくない。
【００３１】
（ｂ）成分の毛髪化粧料中への配合方法は、特に制限されるものではないが、本発明では
、（ｂ）成分をあらかじめ乳化しエマルションとして添加する方法が用いられる。このよ
うな方法を用いることにより、組成物中に分散される（ｂ）成分の粒子径の制御が容易と
なり、付与する触感が調整しやすくなる。
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【００３２】
　エマルションの製造には、公知の方法を用いることができ、例えば、コロイドミル、ラ
インミル、ホモミキサー、ホモジナイザーなどの乳化機や、アンカーミキサーと、ホモミ
キサーまたはディスパーミキサーが一体となった乳化機などを用いて行うことができる。
【００３３】
　エマルションの製造には界面活性剤および水が使用される。界面活性剤には、特に限定
されるものではないが、本発明毛髪化粧料では、カチオン性界面活性剤、ノニオン性界面
活性剤、および両性界面活性剤の中から選ばれる１種または２種以上が好適に用いられる
。
【００３４】
　カチオン性界面活性剤としては、ラウリルトリメチルアンモニウムヒドロキシド、ステ
アリルトリメチルアンモニウムヒドロキシド、ジオクチルジメチルアンモニウムヒドロキ
シド、ジステアリルジメチルアンモニウムヒドロキシド、塩化ラウリルトリメチルアンモ
ニウム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化セチルトリメチルアンモニウム、
塩化ジココイルジメチルアンモニウム、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、塩化ベ
ンザルコニウム、塩化ステアリルジメチルベンジルアンモニウムなどが例示的に挙げられ
る。ノニオン性界面活性剤としては、ＰＯＥラウリルエーテル、ＰＯＥ脂肪酸エステル、
ＰＯＥソルビタン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステ
ル、ＰＯＥ硬化ヒマシ油、ＰＯＥソルビトール脂肪酸エステルなどが例示的に挙げられる
。両性界面活性剤としては、ラウリルアミンオキシド、ラウリルベタイン、ココアミドプ
ロピルベタインなどが例示的に挙げられる。
【００３５】
　これら界面活性剤の配合量は、エマルション全体の１～４０質量％の範囲が好ましく、
より好ましくは５～２０質量％である。１質量％未満では、各成分を良好に分散させるこ
とが困難になり、また４０質量％を超えるとエマルションの安定性が低下する。
【００３６】
　また、エマルションの分散媒としての水の配合量は、エマルション全体の２０～９０質
量％の範囲が好ましく、より好ましくは４０～８０質量％である。
【００３７】
　またエマルションの安定性を改善するため、エマルション中に酸を配合してもよい。酸
としては、酢酸、乳酸などの有機酸；塩酸、硫酸、リン酸などの無機酸が使用される。こ
のような酸は、アミノ基を含有するポリオルガノシロキサンのアミノ基部分を酸で中和し
、エマルションの安定性を改善する。
【００３８】
（ｂ）成分の配合量（固形分）は、毛髪化粧料全量に対し、０．００１～５質量％であり
、好ましくは０．０１～３質量％である。０．００１質量％未満では、感触（ドライ後の
しなやかさ、滑らかさ）の点で好ましくなく、一方、５質量％を超えて配合すると、組成
物の安定性、特に高温安定性の点で好ましくない。
【００３９】
　本発明毛髪化粧料では、さらに所望により（ｃ）成分として高級アルコールを配合して
もよい。高級アルコールとしては、一般に化粧料に配合され得るものであれば特に限定さ
れるものでなく、例えば、飽和直鎖一価アルコール、不飽和一価アルコールなどが挙げら
れる。飽和直鎖一価アルコールとしては、ドデカノール（＝ラウリルアルコール）、トリ
デカノール、テトラデカノール（＝ミリスチルアルコール）、ペンタデカノール、ヘキサ
デカノール（＝セチルアルコール）、ヘプタデカノール、オクタデカノール（＝ステアリ
ルアルコール）、ノナデカノール、イコサノール（＝アラキルアルコール）、ヘンイコサ
ノール、ドコサノール（＝ベヘニルアルコール）、トリコサノール、テトラコサノール（
＝カルナービルアルコール）、ペンタコサノール、ヘキサコサノール（＝セリルアルコー
ル）等が挙げられる。（ｃ）成分は１種または２種以上を用いることができる。
【００４０】
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　（ｃ）成分を配合する場合、毛髪化粧料全量に対し、１～２０質量％が好ましく、より
好ましくは３～１５質量％である。（ｃ）成分を上記範囲で配合することによりすすぎ時
の滑らかさをより一層高めることができる。
【００４１】
　本発明の毛髪化粧料には、本願発明の効果を損なわない範囲において、他の添加成分を
任意に配合し得る。このような成分としては、例えば、流動パラフィン、スクワラン、ラ
ノリン誘導体、各種エステル油などの油分；ヒアルロン酸、コンドロイチン酸、ピロリド
ンカルボン酸、イソプレングリコールなどの保湿剤；ｐＨ調整剤；紫外線吸収剤などが配
合される。
【００４２】
　本発明の毛髪化粧料は、例えばヘアリンス、ヘアトリートメント等として好適に用いら
れる。
【実施例】
【００４３】
　本発明について以下に実施例を挙げてさらに詳述するが、本発明はこれによりなんら限
定されるものではない。配合量は特記しない限り、その成分が配合される系に対する質量
％で示す。
【００４４】
　まず本実施例で用いた試験法、評価基準を以下に示す。
【００４５】
　［組成物の安定性］
　被験試料１００ｇを市販スクリュー管１００ｍＬ容器に充填し、５０℃の高温槽に２ヶ
月間放置した後の外観を観察し、以下の通り評価した。
（評価）
　○：下部に透明部分がみられなかった
　△：下部に厚さ２ｍｍ未満の透明層がみられた
　×：下部に厚さ２ｍｍ未満の透明層がみられた
【００４６】
　［すすぎ時の滑らかさ］
　被験試料の洗髪実使用テストを専門パネル（女性２０名）によりしてもらい、すすぎ時
の髪の滑らかさについて、評価した。
（評価）
　◎：２０名中、１７名以上が、滑らかであると回答
　○：２０名中、１３～１６名が、滑らかであると回答
　△：２０名中、７～１２名が、滑らかであると回答
　×：２０名中、６名以下が、滑らかであると回答
【００４７】
　［すすぎ時のしなやかさ］
　被験試料の洗髪実使用テストを専門パネル（女性２０名）によりしてもらい、すすぎ時
の髪のしなやかさについて、評価した。
（評価）
　◎：２０名中、１７名以上が、しなやかであると回答
　○：２０名中、１３～１６名が、しなやかであると回答
　△：２０名中、７～１２名が、しなやかであると回答
　×：２０名中、６名以下が、しなやかであると回答
【００４８】
　［ドライ後のしっとり感］
　被験試料で洗髪、乾燥後の髪のしっとり感の有無を専門パネル（女性２０名。ダメージ
ヘア（ブリーチヘア））により実使用テストしてもらい、洗髪後自然乾燥させた後の髪の
しっとり感と洗髪前の状態を比較法により官能評価した。
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（評価）
　◎：２０名中、１７名以上が、洗髪前よりもしっとり感があると回答
　○：２０名中、１３～１６名が、洗髪前よりもしっとり感があると回答
　△：２０名中、７～１２名が、洗髪前よりもしっとり感があると回答
　×：２０名中、６名以下が、洗髪前よりもしっとり感があると回答
【００４９】
　［ドライ後の滑らかさ］
　被験試料で洗髪、乾燥後の髪の滑らかさの有無を専門パネル（女性２０名。ダメージヘ
ア（ブリーチヘア））により実使用テストしてもらい、洗髪後自然乾燥させた後の髪の滑
らかさと洗髪前の状態を比較法により官能評価した。
（評価）
　◎：２０名中、１７名以上が、洗髪前よりも滑らかであると回答
　○：２０名中、１３～１６名が、洗髪前よりも滑らかであると回答
　△：２０名中、７～１２名が、洗髪前よりも滑らかであると回答
　×：２０名中、６名以下が、洗髪前よりも滑らかであると回答
【００５０】
　［ドライ後のしなやかさ］
　被験試料で洗髪、乾燥後の髪のしなやかさの有無を専門パネル（女性２０名。ダメージ
ヘア（ブリーチヘア））により実使用テストしてもらい、洗髪後自然乾燥させた後の髪の
しなやかさと洗髪前の状態を比較法により官能評価した。
（評価）
　◎：２０名中、１７名以上が、洗髪前よりもしなやかさがあると回答
　○：２０名中、１３～１６名が、洗髪前よりもしなやかさがあると回答
　△：２０名中、７～１２名が、洗髪前よりもしなやかさがあると回答
　×：２０名中、６名以下が、洗髪前よりもしなやかさがあると回答
【００５１】
　（実施例１～２、比較例１～６）
【００５２】
　下記表１に示す組成の洗浄料組成物を調製した。これらを被検試料として、上記試験法
、評価基準に基づき、各項目を評価した。結果を表１に示す。
【００５３】
　なお表１中、エマルションの形態で配合されているシリコーン類（高重合メチルポリシ
ロキサンエマルション、高重合アミノエチルアミノプロピルメチルシロキサン・ジメチル
シロキサン共重合体エマルション(*)、高重合アミノエチルアミノプロピルシロキサン・
ジメチルシロキサン共重合体エマルション(**)、高重合ジメチルシロキサン・メチル（ア
ミノプロピル）シロキサン共重合体エマルション(***)）の各配合量は、エマルションと
しての配合量で示した。したがって、例えば実施例１において、「高重合アミノエチルア
ミノプロピルシロキサン・ジメチルシロキサン共重合体エマルション（重合度：約１５０
０、純分：７０．０質量％）」の配合量「１．０（質量％）」は、固形分配合量（＝実分
、純分）０．７質量％である。
【００５４】
　また表１中、高重合アミノ変性シリコーンエマルションは、それぞれ以下のものを用い
た。
【００５５】
　《高重合アミノエチルアミノプロピルメチルシロキサン・ジメチルシロキサン共重合体
エマルション(*)》
　上記一般式（II）（式（II）式中、ｍ＝１０００～１５００、ｎ＝２～５、Ｑは－（Ｃ
Ｈ2）2ＮＨ2を示す）で表されるアミノ変性シリコーン（７０．０質量％）をカチオン界
面活性剤（４級化アンモニウム塩）にて乳化したエマルションを用いた。
【００５６】
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　《高重合アミノエチルアミノプロピルシロキサン・ジメチルシロキサン共重合体エマル
ション(**)》
　下記一般式（III）（式（III）中、ｒ＝１００、ｓ＝３）で表されるアミノ変性シリコ
ーン（４０．０質量％）をカチオン界面活性剤（４級化アンモニウム塩）にて乳化したエ
マルションを用いた。
【００５７】

【００５８】
　《高重合ジメチルシロキサン・メチル（アミノプロピル）シロキサン共重合体エマルシ
ョン(***)》
　下記一般式（IV）（式（IV）中、ｔ＝１００００、ｕ＝１０）で表されるアミノ変性シ
リコーン（１４．６質量％）をカチオン界面活性剤（４級化アンモニウム塩）にて乳化し
たエマルションを用いた。
【００５９】

【００６０】
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【表１】

【００６１】
　表１に示す結果から明らかなように、本願発明構成要件を満足する実施例１、２の系で
は、組成物の安定性、すすぎ時の滑らかさ・しなやかさ、ドライ後のしっとり感・滑らか
さ・しなやかさのいずれの点においても、優れた効果を得ることができた。これに対し、
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本願発明の構成要件を満足しない比較例１～６では、これら効果をすべて併せもつことが
できなかった。
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